
者 目標 5,500 6,500 7,500 8,500
施策の目的 ② 人

③スポーツツーリズムを盛り上げることで、地域の稼ぐ力 数 実績 7,241 - - -
「意　図」

をつけ、活性化につなげる。 スポーツ大会、イベント等に協力するボラ 目標 600 1,200 1,500 1,800 ① スポーツ立市推進課資料（関連スポーツ団体、市スポーツ
③ 人

④本市のスポーツ資源を生かしたスポーツ大会、合宿等が ンティア数（延べ数） 実績 323 - - - 成果指標の ② スポーツ立市推進課資料（関連スポーツ団体、市スポーツ

実施される。 スポーツ目的で本市に来訪した人の域内消 目標 165,000 195,000 225,000 255,000 取得方法 ③ スポーツ立市推進課資料（市内スポーツ団体及びスポーツ
④ 千円

費額 実績 108,558 - - - ④ スポーツ立市推進課資料

２．基本事業の目的と成果把握
基本事業名 対象 意図 成果指標 区分 単位 R4 R5 R6 R7 基本事業名 対象 意図 成果指標 区分 単位 R4 R5 R6 R7

スポーツツー ①スポーツツー ①スポーツ大会等 誘致などした大会 目標 8 12 16 20 スポーツを支 ①市民 ①スポーツボラン スポーツ大会等ボ 目標 600 1,200 1,500 1,800
① 件 ① 人

リズムの推進 リスト が提供される。 、合宿数 実績 11 - - - える環境づく ②スポーツ団体 ティアとして大会 ランティア数 実績 323 - - -

②市民、事業者 ②スポーツツーリ スポーツイベント 目標 5,500 6,500 7,500 8,500 り 、イベントに関わ ボランティア参加 目標 5 10 15 20
② 人 ② 件

③スポーツ施設 ズムがもたらす経 等の市外参加者数 実績 7,241 - - - る。 の大会等 実績 4 - - -

済効果を享受する 市主催イベント等 目標 20 30 40 50 ②スポーツボラン 登録ボランティア 目標 150 150 155 155
③ 社 ③ 人

③施設利用により で関わる事業者 実績 67 - - - ティアが活動する 数 実績 51 - - -

、交流人口の拡大 目標 場を提供できる。 目標
④ ④

、経済効果が高ま 実績 実績

クリケットを ①クリケット場 ①クリケット場に 市クリケット場来 目標 10,000 12,000 14,000 16,000 目標
① 人 ①

活用した地域 来場者 来場してもらう。 場者数 実績 39,889 - - - 実績

活性化の推進 ②市民、事業者 ②クリケットをき クリケット関連の 目標 60,000 65,000 70,000 75,000 目標
② 千円 ②

③クリケット関 っかけにした地域 域内消費額 実績 51,804 - - - 実績

連人材 活性化、経済活動 クリケット関連移 目標 5 5 5 5 目標
③ 人 ③

につなげる。 住・定住者数 実績 2 - - - 実績

③本市に移住・定 目標 目標
④ ④

住してもらう。 実績 実績

３．施策及び基本事業の目標達成度評価
令和4年度施策の取組方針 施策の取組方針・成果指標達成状況

・感染状況に応じた施設の利用を図るとともに、ツーリストに対しても必要な情報を発信する。 【施策の取組方針達成状況】

・クリケット場の維持管理や運営の手法、旧田沼高校の校舎や体育館等の利活用等を含め、国際クリケット場等の □ 全て達成 ・施設内は業種別ガイドラインや基本的感染対策を実施しながら利用と情報発信を図った。

令

将来像を検討する。 ・

和

クリケット場利活用に

５

ついて、関係各課によ

年

る検討会を実施したが

度

旧田沼高校の利活用方

　

針が決定されていな
取

施

組
・スポーツボランテ

策

ィアが活躍する場を拡

・

大するとともに、スポ

基

ーツボランティアの魅

本

力を発信し、大会・イ

事

ベン ■ 一部未達成 い。

業

市内事業所等との連携

マ

した活用では、田沼ふ

ネ

るさと祭りを開催する

ジ

ことができた。
方針

ト

メ

等を実施するスポーツ

ン

団体とボランティアを

ト

結ぶ制度を構築する。

シ

・コロナ禍により活躍

ー

するイベント等が限ら

ト

れた状況であったため

　

、登録制度の理解促進

（

が図られていない。

・

令

いちご一会とちぎ国体

和

・とちぎ大会に向けた

４

より一層の機運の醸成

年

と実施体制の確立を図

度

る。 □ 全て未達成 ・大

実

会開催種目のスポーツ

績

教室や大学ラグビー早

に

慶戦を開催し、市民の

基

気運醸成を高めること

づ

ができた。実施体
施

制

く

の確立については、市

評

職員、関係団体及びボ

価

ランティアと連携し大

）

会を受け入れる体制づ

 

くりを行った。
策

【成

作

果指標達成状況】

□ 全

成

て達成 ・①は、日本ク

日

リケット協会の誘致活

 

動及び石井琢朗杯等の

 

開催により、コロナ禍

令

においても目標を大き

和

く上回

り達成すること

 

ができた。②において

6

も上記と同様である。

年

成果
■ 一部未達成 ・③

 

は、・コロナ禍により

3

ボランティアが活躍す

月

るイベント等が限られ

 

た状況であったため、

5

目標600人に対し
指

日

標
て実績323人で未

基

達成であった。

□ 全て

本

未達成 ・④は、ネット

目

配信収入及び入場料等

標

で56,000千円を

名

見込んでいたが、現状

0

では収入がないため、

2

目標165,000

千

新

円に対して実績108

た

,558千円で未達成

な

であった。

基本事業名

流

令和4年度基本事業の

れ

取組方針 基本事業の取

の

組方針・成果指標達成

創

状況 基本事業名 令和4

造

年度基本事業の取組方

に

針 基本事業の取組方針

よ

・成果指標達成状況

ス

る

ポーツツーリズ ・市国

賑

体実行委員会を盛り立

わ

て、国 取組方針 □ 全て

う

達成 ■ 一部未達成 □ 全

ま

て未達成 スポーツを支

ち

える ・「いちご一会と

づ

ちぎ国体・とちぎ 取組

く

方針 □ 全て達成 ■ 一部

り

未達成 □ 全て未達成

ム

ス

の推進 体開催の機運醸

ポ

成を図るとともに、 成

ー

果指標 ■ 全て達成 □ 一

ツ

部未達成 □ 全て未達成

推

環境づくり 大会」に協

進

力するボランティアを

課

確 成果指標 □ 全て達成

政

□ 一部未達成 ■ 全て未

策

達成

競技団体と連携し

体

競技会の開催、県 【基

系

本事業の取組達成状況

政

】 保し、市を挙げて心

　

のこもったおも 【基本

策

事業の取組達成状況】

　

実行委員会や事業者と

名

連携し選手・ ・国体関

0

係者が一同に会する実

2

行委員会総会を開催し

ス

、機運醸成を てなしを

ポ

行う。 ・令和２年１月

ー

からボランティア募集

ツ

を開始し、市内外から

を

登録い

関係者の宿泊・

軸

会場輸送事務に協力 図

と

り、選手監督関係者を

し

温かくお迎えするムー

た

ドを形成することが ・

人

さのマラソン大会や大

々

澤駅伝競走 ただいた結

が

果、国体期間中は延べ

集

195名の活躍のもと

ま

、競技会場来

する。 で

る

きた。また、県実行委

ま

員会等と連携し、選手

ち

監督の宿泊手配、輸 大

づ

会等で市民ボランティ

く

アが活躍で 場者をおも

り

てなしすることができ

施

た。

・さのマラソン大

策

会、大澤駅伝競走 送体

主

制を確立した。また、

管

日本代表の合宿も誘致

課

した。 きるよう見直し

長

を行い、ボランティ ・

施

コロナ禍により活躍す

　

るイベント等が限られ

策

た状況であったため

大

　

会等の開催や、スポー

名

ツ大会の実 ・さのマラ

0

ソン大会等において、

1

市外からの参加者に消

ス

費を促すよ ア登録者を

ポ

増やす。 、登録制度の

ー

理解促進が図られてい

ツ

ない。

施や合宿を招致

ツ

し、域内消費額の増 う

ー

な魅力的な発信が行え

リ

なかった。クリケット

ズ

関係の宿泊者につい 【

ム

成果指標達成状況】

加

の

や地域の活性化につな

推

げる。 ては1,382

進

名16,584千円の

福

消費額であった。 ・①

嶋

は、ボランティアが活

　

躍するイベント等が限

英

られた状況であっ

【成

樹

果指標達成状況】 たた

施

め、目標600人に対

策

して実績323人で未

関

達成であった。

・①は

係

、日本クリケット協会

課

の誘致活動及び石井琢

広

朗杯等の開催に ・②は

報

、新型コロナウイルス

ブ

の影響により中止とな

ラ

った大会もある

より目

ン

標は達成した。②も上

ド

記と同様である。 こと

推

から、未達成であった

進

。
基

・③は、市内企業

課

等への訪問、目的を説

、

明したことにより目標

市

を達 ・③は、スポーツ

民

ボランティアの理解が

生

促進されるような発信

活

（Ｓ
本

成した。 ＮＳ等

課

）が行えていなかった

、

ため、登録制度が進ん

産

でいない。
事

クリケッ

業

トを活用 ・クリケット

政

協会と連携し国際大会

策

取組方針 □ 全て達成 ■

課

一部未達成 □ 全て未達

、

成 取組方針 □ 全て達成

農

□ 一部未達成 □ 全て未

政

達成
業

した地域活性化

課

の 等の誘致を図り、本

、

市の魅力を国内 成果指

農

標 □ 全て達成 ■ 一部未

山

達成 □ 全て未達成 成果

村

指標 □ 全て達成 □ 一部

振

未達成 □ 全て未達成

推

興

進 外に発信し、経済、

課

産業、観光、国 【基本

、

事業の取組達成状況】

観

際交流等の推進に繋げ

光

る。 ・日本クリケット

推

協会と連携し、国際大

進

会等を6大会誘致した

課

。ま

た、国際大会等で

１

佐野商工会議所やあそ

．

商工会、ＪＡ佐野の役

施

員・

会員に対し、大会

策

会場での交流会等の参

の

加を促し、本市の経済

目

関係

団体の役員と各国

的

代表との交流を持つこ

と

とができた。

【成果指

成

標達成状況】

・「市ク

果

リケット場来場者数」

把

は、クリケットの各種

握

大会、ふるさ

と祭りの

こ

開催により、目標を大

の

きく上回った。

・「ク

施

リケット関連産業を通

策

じた域内消費額」は、

は

コロナ禍であっ

たが、

、

ワールドカップ予選等

誰

の開催により目標6千

、

万円に対して実

績51

何

,804千円で僅かに

を

未達成であった。

・「

対

クリケット関連移住・

象

定住者数」は、目標5

と

人に対して実績2人

で

し

未達成であった。

４．

て

施策の基本情報
社会情

い

勢変化、国・県の動向

る

、市民・議会意見等 施

か

策の成果向上に向けて

対

の役割分担

・国は、2

象

011年「スポーツツ

指

ーリズム推進基本方針

標

」で基本的考えを示し

単

、2017年「第2期

位

スポーツ基本計 市民 事

R

業所 行政

施 画」で、ス

4

ポーツを通じた地域活

R

性化の具体的な施策と

5

して「スポーツツーリ

R

ズム」を盛り込んだ。

6

・スポーツを「する人

R

」として関わるだけで

7

な ・スポーツイベント

①

に協賛、出店、業務委

②

託 ・スポーツツーリズ

③

ムで快適に利用できる

ス

施

策 ・本市においても

ポ

、本市の特徴的スポー

ー

ツであるクリケットを

ツ

活用した地方創生事業

ツ

は、「スポーツによる

ー

く、トップレベルの競

リ

技大会や「見（観）る

ズ

人 等で協力する。 設の

ム

確保と提供。

の 地域活

の

性化」の機運を高める

経

ものとして、市議会を

済

はじめ関係者に期待さ

効

れたが、令和元年東日

果

本台風、新 」、指導者

を

ボランティア等の「支

地

える（育てる ・スポー

域

ツツーリズムに協力し

の

、域内消費額 ・コロナ

活

禍の「新しい生活様式

性

」に沿ったス

基 型コロ

化

ナ感染症の感染拡大の

に

影響もあり、今後の方

つ

向性が懸念されている

①

。 ）人」としても、関

国

わる。 の拡大を図る。

内

ポーツ施設の受入れ環

（

境の整備

本 ・県は、い

特

ちご一会とちぎ国体・

に

とちぎ大会の有形・無

関

形のレガシーを確実に

東

継承し、スポーツを活

)

用した ・ツーリズムに

に

繋がる大会、イベント

居

等へ市

本 地域活性化や

住

新しいとちぎづくりに

す

向けて、栃木県スポー

る

ツコミッションを設立

人

した。 民や事業者を巻

、

き込む。

情 ・国は、2

イ

016年自転車の活用

ン

を総合的かつ計画的に

バ

推進するため、自転車

ウ

活用推進法を策定した

ン

。 ・市民に対し「支え

ド

る（育てる）スポーツ

訪

」

報 への参画を促す。

日

・佐野市自転車活用推

者

進計画に基づき、サイ

①

クルツーリズムを推進

関

する。

５．施策全体の

東

総括・今後の課題・今

地

後の方向性
施策の成果

方

実績と施策の基本情報

１

及び施策コストに関す

都

る全体総括 今後の課題

６

今後の方向性

・新型コ

県

ロナウイルス感染症第

の

7波及び第8波があっ

人

たものの、緊急事態宣

口

言やまん延防止措置が

千

なかったため、 【令和

人

5年度で解決する課題

4

】 ①ＳＮＳを駆使して

3

、スポーツツーリズム

,

大会、イベント等の魅

5

力的

クリケット場への

3

来場者数は最小限の影

5

響であった。 ・スポー

-

ツボランティア登録制

-

度の確立 な情報発信に

-

努める。

・令和3年度

な

には中止となっていた

げ

ツーリズム大会も含め

る

、令和4年度では「S

こ

BI大会・エンバシー

と

カップ等クリ ・国際ク

が

リケット場に来場する

施

外国人の動向を把握し

策

、経済、産業、 ②国際

の

クリケット場に来訪す

目

る外国人について、様

的

々な交流が行える

ケッ

で

ト大会」、「さのマラ

あ

ソン大会」、「石井琢

る

朗杯」、「BCリーグ

の

佐野市民デー」「FL

で

Vバレーボール」等の

、

観光、文化交流等のさ

ツ

らなる推進に繋げる。

ー

よう調査研究を行う。

リ

ツーリズム大会が再開

ス

された。 【令和6年度

ト

以降にも引き継がれる

の

課題】 ③大会やイベン

呼

トにおいて本市の魅力

び

を発信し、市内への回

込

遊を図る

・スポーツツ

施

ーリズムの魅力的な発

策

信が行えなかったこと

の

により、域内消費額が

目

目標に大きく及ばなか

的

った。 ①スポーツツー

②

リズムに関する情報を

市

広く発信する。 ことに

民

より、域内消費に繋げ

②

る。

・大会等の更なる

市

誘致や来訪者の市内回

人

遊が図れなかったため

口

、クリケット関連の域

人

内消費額が目標に達し

1

なか ②日本クリケット

1

協会と連携し国際大会

5

等の誘致を図るととも

,

に、本 ④国民体育大会

7

のレガシーとして、各

0

種大会・イベントにお

0

いて、積

った。 市の魅

-

力を国内外に発信し、

-

経済、産業、観光、国

-

際交流等の推進に 極的

み

にスポーツボランティ

に

アを活用する。その結

つ

果、予算を抑えた大

・

な

クリケット場に対する

が

市民の認知度が低く、

る

市民来場者が少ない。

ス

繋げる。 会運営が図れ

ポ

るようにする。また、

ー

大会の成果を継承して

ツ

行うスポー

・いちご一

大

会とちぎ国体・いちご

会

一会とちぎ大会におい

等

て、市民協働による歓

の

迎・おもてなしを行い

開

、市民の機 ③スポーツ

催

ツーリズムに繋がる大

回

会で来訪した選手・関

数

係者による、 ツの推進

と

に係る事業に、佐野市

大

スポーツ推進基金を活

会

用する。

運醸成を図っ

等

た。また、正式競技で

に

はラグビーフットボー

市

ル及びバレーボールを

外

実施し、市外からの観

か

覧者5,37 市域内消

「

費額の増加や地域の活

対

性化に繋げる。 ⑤日本

　

クリケット協会と協力

象

し、大会等の誘致を進

」

めるとともに、市

8人

③

、選手・役員等の延べ

市

宿泊人数3,295人

内

であった。経済波及効

事

果は189,081千

業

円である。 ④国民体育

所

大会のレガシーとして

③

、大会運営において活

事

躍していたス 民が参加

業

しやすいイベントやス

所

ポーツ大会等を開催す

数

る。

・国民体育大会で

（

活躍したボランティア

H

が各種大会に活かされ

2

ていない。 ポーツボラ

8

ンティアを活用して行

経

く。 ⑥来訪する外国人

済

に対しておもてなしの

セ

醸成を図り、市民への

ン

情報発

・日本クリケッ

サ

ト協会と連携し、国際

ス

大会開催時に本市の経

調

済関係団体の役員と各

査

国代表との交流を持つ

）

ことが ⑤国際クリケッ

社

ト場を活用した、スポ

6

ーツツーリズム及び市

,

民が気軽 信にも努める

2

。

できた。 に訪れるよ

4

うな利活用を推進する

2

。

・施策コストは、令

-

和4年度230,00

-

1千円、令和3年度5

-

4,381千円、前年

ら

と比較し175,62

参

0千円の増額となった

加

。主 【令和6年度重点

し

課題】

な要因は国民体

た

育大会開催事業費（1

人

70,167千円）に

数

よるものである。 ⑥国

、

際クリケット場に来場

ま

する外国人との様々な

た

交流の推進

、大会等を盛り立てるために協力し

④スポーツイベント等で使用される施設・スポット等 ④ 市有スポーツ施設 施設 42 - - - 成果指標 てくれたボランティアの人数を成果指標とした。

この施策によって、「対象」をどういう状態にするのか 成果指標（意図の達成度を表す指標） 区分 単位 R4 R5 R6 R7 設定の考え方 ④スポーツツーリズムによる地域経済、市民生活等への波

①スポーツをきっかけに佐野市を訪れてもらう。 宿泊者のあるスポーツ大会又は合宿の数 目標 10 20 30 40 及効果を確認するため、スポーツ目的で本市に来訪した人
① 件

②スポーツボランティア等でスポーツに関わり、おもてな 実績 28 - - - の宿泊、飲食、観光等の消費額を成果指標とした。

しの心でスポーツツーリストを受け入れる。 スポーツイベント又は合宿への市外参加


